う 実情 以上に、 自由な 境涯に あると いう そのこと のた 

めに、 極めて 仲が よい。 然るに、 仲の よい 自由な 子供 

たちに は、 ただ 精神的 規律 だけが 必要 だ。 云い かえれ 

ば、 自律 的に しっかりして いなければ ならない という 

感情が 必要 だ。 

その 一事が、 まだ 子供た ちに はよ く 会得 出来な いら 

じ ヽ 。 

！ - レ 

よそから、 子猫が 一匹 来る。 まだ 小さくて よくしつ 

けの 出来て いない 子猫 だ。 食卓の 上に はい 上る。 食事 

の 時に なき 立てる。 遠慮 もな く 皿に 頭 をつ きこむ。 時 

とすると、 とんでもない 場 研に そそう をす る。 ところ 



底本 ： 「豊島 与 志 雄 著作 集 第六卷 (随筆 • 評論. 他)」 

未来 社 

1967 (昭和^) 年：：：： 月^日 第 ー 刷 発行 

入力 .. 

校正 ： 門 田裕志 

2 006 年 4 月な 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



